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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、当該液晶表示パネルに光を照射するバックライトとを有する液晶表
示装置であって、
　前記バックライトは、前記液晶表示パネルの後方に配置される導光板と、
　前記導光板の前記液晶表示パネルと対向する第１の主面の外周部に配置される光源と、
　前記液晶表示パネルから見て前記導光板の後方に配置される反射シートと、
　前記液晶表示パネルから見て前記導光板の前方に配置される光学シートとを有し、
　前記導光板は、屈折率が１．５３以下の透明なプラスチック樹脂からなり、
　当該導光板の前記第１の主面の裏面は、第２の主面と、前記第２の主面に対してあらか
じめ定められた角度に傾斜しており、かつ、当該導光板の光入射面からの距離が遠くなる
につれて前記第１の主面に近づく複数の第１の傾斜面とを有し、
　前記複数の第１の傾斜面は、前記導光板の、前記光源からの光が入射する位置から近い
位置にある前記第１の傾斜面の前記角度と、前記光源からの光が入射する位置から遠い位
置にある前記第１の傾斜面の前記角度とが異なり、
　前記第１の主面より出射する光の強度のピークが、前記光源から遠くなる方向に傾いて
おり、
　前記導光板の第１の主面より出射する光の偏光方向に、前記光学シートの偏光軸が揃っ
ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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　前記複数の第１の傾斜面のうちの、前記光源からの光が入射する位置から近い位置にあ
る前記第１の傾斜面の前記角度は、前記光源からの光が入射する位置から遠い位置にある
前記第１の傾斜面の前記角度よりも大きいことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項３】
　前記導光板は、前記光源からの光が入射する位置から近い位置にある前記傾斜面の前記
角度が、４度以上であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記導光板の前記第１の主面の裏面は、前記第２の主面に対してあらかじめ定められた
角度に傾斜しており、かつ、当該導光板の光入射面からの距離が遠くなるにつれて前記第
１の主面から離れる複数の第２の傾斜面を有し、
　前記第２の傾斜面は、前記第２の主面に対する前記角度が、前記第１の傾斜面の前記第
２の主面に対する前記角度よりも大きく、かつ、１つの前記第２の傾斜面の面積が、１つ
の前記第１の傾斜面の面積よりも狭いことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記光源は、発光ダイオードであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記導光板は、前記第１の主面が概略長方形であり、
　前記光源は、当該光源からの光が前記導光板の前記第１の主面と接する１つの側面から
入射する位置に配置されており、
　前記導光板の前記複数の傾斜面は、それぞれ、前記導光板の前記１つの側面と平行な方
向に延在し、かつ、前記１つの側面と直交する方向に並んでいることを特徴とする請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記バックライトは、前記導光板の前記第１の主面と前記液晶表示パネルとの間に配置
されるプリズムシートを有し、
　前記プリズムシートは、前記導光板の前記１つの側面と直交する方向に沿ってみた断面
が非対称であることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記導光板の前記複数の傾斜面は、前記第２の主面から前記反射シート側に突出する方
向に傾斜していることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記導光板の前記複数の傾斜面は、前記第２の主面から前記第１の主面側に後退する方
向に傾斜していることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、導光板と発光ダイオードとを有するバックライ
トを備える液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置は、薄型、軽量、省電力であることから、たとえば、携帯型電子機
器の表示部に用いられている。
【０００３】
　液晶表示装置は、自発光型でないため、たとえば、液晶表示パネルの後方に、バックラ
イトと呼ばれる面状照明装置が配置されている。従来のバックライトは、光源（発光素子
）として冷陰極放電管などの蛍光灯を用いていたが、近年のバックライトでは、発光ダイ
オード（ＬＥＤ）を用いることが増えている。
【０００４】
　バックライトは、直下型とエッジライト型（導光板方式と呼ぶこともある。）とに大別
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され、直下型のバックライトは、液晶表示パネルの表示領域の後方に光源が配置されてい
る。また、エッジライト型のバックライトは、液晶表示パネルの表示領域の後方に導光板
が配置されており、光源からの光を導光板で面状光線に変換して液晶表示パネルに照射す
る。
【０００５】
　このとき、導光板は、たとえば、透光性の樹脂で形成されており、光源から導光板に入
射した光は、当該導光板内を伝播する。またこのとき、導光板には、溝または突起、ある
いは印刷物などの反射・散乱部材が設けられおり、導光板内を伝播する光は、前記反射・
散乱部材により反射または散乱して液晶表示装置側に出射される。
【０００６】
　液晶表示装置のバックライトに用いられる導光板は、導光板の出光面の全面において当
該導光板から出射する光の光量（面輝度）が均一であることが好ましい。
【０００７】
　従来のバックライトでは、導光板から出射する光の面輝度を均一にするために、たとえ
ば、導光板の出光面に形成したプリズムの頂角を光源からの距離に応じて変化させる方法
が提案されている（たとえば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００４－１９２９０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　光源として発光ダイオードを使用するエッジライト型のバックライトは、一般に、複数
個の発光ダイオードを導光板の光入射面に沿って並べて配置しており、発光点が離散して
配置される。また、発光ダイオードは、発した光、すなわち導光板に入射する光の広がり
が狭い。そのため、発光ダイオードを使用するバックライトは、導光板の光入射面の近傍
において光を均一に出射させることが困難であり、面輝度の均一化が難しいという問題が
あった。
【０００９】
　また、光源として発光ダイオードを用いるエッジライト型のバックライトでは、導光板
から光を出射させるために、導光板の底面（液晶表示パネルに対向する面の裏面）に溝を
形成したものが実用化されているが、そのような導光板だと、出光する光の角度が偏ると
いう問題があった。
【００１０】
　またさらに、従来のエッジライト型のバックライトでは、導光板から出射する光の面輝
度を均一にするために、たとえば、複数枚のプリズムシートや複数枚の光拡散シートを組
み合わせて用いている。そのため、従来のエッジライト型のバックライトを有する液晶表
示装置では、たとえば、さらなる薄型化が難しいという問題や、製造コストが上昇すると
いう問題もあった。
【００１１】
　本発明の目的は、たとえば、エッジライト型のバックライトを有する液晶表示装置にお
いて、前記バックライトの面輝度を容易に均一化することが可能な技術を提供することに
ある。
【００１２】
　本発明の他の目的は、たとえば、エッジライト型のバックライトを有する液晶表示装置
において、前記バックライトの部品点数を減らし、かつ、面輝度を均一化することが可能
な技術を提供することにある。
【００１３】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面に
よって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
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　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概略を説明すれば、以下の通りで
ある。
【００１５】
　（１）液晶表示パネルと、当該液晶表示パネルに光を照射するバックライトとを有する
液晶表示装置であって、前記バックライトは、前記液晶表示パネルの後方に配置される導
光板と、前記導光板の前記液晶表示パネルと対向する第１の主面の外周部に配置される光
源と、前記液晶表示パネルから見て前記導光板の後方に配置される反射シートとを有し、
前記導光板は、屈折率が１．５３以下の透明なプラスチック樹脂からなり、当該導光板の
前記第１の主面の裏面は、前記第１の主面と概ね平行な第２の主面と、前記第２の主面に
対してあらかじめ定められた角度に傾斜した複数の傾斜面とを有し、前記複数の傾斜面は
、前記導光板の、前記光源からの光が入射する位置から近い位置にある傾斜面の前記角度
と、前記光源からの光が入射する位置から遠い位置にある傾斜面の前記角度とが異なる液
晶表示装置。
【００１６】
　（２）前記（１）の液晶表示装置において、前記複数の第１の傾斜面のうちの、前記光
源からの光が入射する位置から近い位置にある前記第１の傾斜面の前記角度は、前記光源
からの光が入射する位置から遠い位置にある前記第１の傾斜面の前記角度よりも大きい液
晶表示装置。
【００１７】
　（３）前記（１）の液晶表示装置において、前記導光板は、前記光源からの光が入射す
る位置から近い位置にある前記第１の傾斜面の前記角度が、４度以下である液晶表示装置
。
【００１８】
　（４）前記（１）の液晶表示装置において、前記導光板の前記第１の主面の裏面は、前
記第２の主面に対してあらかじめ定められた角度に傾斜しており、かつ、当該導光板の光
入射面からの距離が遠くなるにつれて前記第１の主面から離れる複数の第２の傾斜面を有
し、前記第２の傾斜面は、前記第２の主面に対する前記角度が、前記第１の傾斜面の前記
第２の主面に対する前記角度よりも大きく、かつ、１つの前記第２の傾斜面の面積が、１
つの前記第１の傾斜面の面積よりも狭い液晶表示装置。
【００１９】
　（５）前記（１）の液晶表示装置において、前記光源は、発光ダイオードである液晶表
示装置。
【００２０】
　（６）前記（１）の液晶表示装置において、前記導光板は、前記第１の主面が概略長方
形であり、前記光源は、当該光源からの光が前記導光板の前記第１の主面と接する１つの
側面から入射する位置に配置されており、前記導光板の前記複数の傾斜面は、それぞれ、
前記導光板の前記１つの側面と平行な方向に延在し、かつ、前記１つの側面と直交する方
向に並んでいる液晶表示装置。
【００２１】
　（７）前記（６）の液晶表示装置において、前記バックライトは、前記導光板の前記第
１の主面と前記液晶表示パネルとの間に配置されるプリズムシートを有し、前記プリズム
シートは、前記導光板の前記１つの側面と直交する方向に沿ってみた断面が非対称である
液晶表示装置。
【００２２】
　（８）前記（１）の液晶表示装置において、前記導光板の前記複数の傾斜面は、前記第
２の主面から前記反射シート側に突出する方向に傾斜している液晶表示装置。
【００２３】
　（９）前記（１）の液晶表示装置において、前記導光板の前記複数の傾斜面は、前記第
２の主面から前記第１の主面側に後退する方向に傾斜している液晶表示装置。
【発明の効果】
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【００２４】
　本発明の液晶表示装置によれば、エッジライト型のバックライトの面輝度を容易に均一
化することができる。
【００２５】
　また、本発明の液晶表示装置によれば、エッジライト型のバックライトの部品点数を減
らし、かつ、面輝度を均一化することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明について、図面を参照して実施の形態（実施例）とともに詳細に説明する
。
  なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは、同一符号を付
け、その繰り返しの説明は省略する。
【００２７】
　図１（ａ）乃至図１（ｆ）は、本発明に関わる液晶表示装置の概略構成の一例を示す模
式図である。
  図１（ａ）は、液晶表示装置の主要部の概略構成の一例を示す模式機能ブロック図であ
る。図１（ｂ）は、液晶表示パネルの１つの画素の回路構成の一例を示す模式回路図であ
る。図１（ｃ）は、発光ダイオードの概略構成の一例を示す模式平面図である。図１（ｄ
）は、図１（ｃ）のＡ－Ａ’線から上方側を見たときの断面構成の一例を示す模式断面図
である。図１（ｅ）は、導光板の概略構成の一例を示す模式平面図である。図１（ｆ）は
、バックライトの動作原理を示す模式側面図である。
【００２８】
　本発明に関わる液晶表示装置は、たとえば、図１（ａ）に示すように、液晶表示パネル
１、制御回路２、およびバックライト３を有する。液晶表示パネル１は、ＴＦＴ基板およ
び対向基板の一対の基板の間に液晶材料を封入した表示パネルであり、ＴＦＴ基板には、
複数本の走査信号線１０１および複数本の映像信号線１０２が配置されている。このとき
、液晶表示パネル１の表示領域ＤＡは、最も外側に配置された２本の走査信号線１０１と
、最も外側に配置された２本の映像信号線１０２とで囲まれる領域に相当する。またこの
とき、表示領域ＤＡは、多数の画素の集合で設定されており、１つの画素が占有する領域
は、隣接する２本の走査信号線１０１と隣接する２本の映像信号線１０２とで囲まれた領
域に相当する。このとき、１つの画素は、たとえば、図１（ｂ）に示すように、ＴＦＴ素
子Ｔｒ、ＴＦＴ素子Ｔｒに接続された画素電極１０３、画素容量ＣＰＸ、および保持容量
ＣＳＴＧを有する。画素容量ＣＰＸは、液晶容量とも呼ばれ、画素電極１０３、コモン配
線１０４に接続された対向電極、および液晶材料により形成される容量である。また、保
持容量ＣＳＴＧは、たとえば、画素電極１０３、保持容量線、およびそれらの間に介在す
る絶縁層により形成される容量である。なお、近年の液晶表示パネル１には、保持容量Ｃ

ＳＴＧを設けていないものもある。
【００２９】
　また、映像信号線１０２は、第１の駆動回路１０５に接続されており、走査信号線１０
１は第２の駆動回路１０６に接続されている。第１の駆動回路１０５は、たとえば、各映
像信号線１０２に加える映像信号を生成する回路である。第２の駆動回路１０６は、たと
えば、第１の駆動回路１０５と同期して、各映像信号線１０２に加えた映像信号を書き込
む画素を選択する信号を生成する回路である。第１の駆動回路１０５および第２の駆動回
路１０６は、液晶表示パネル１に実装されたＩＣチップであってもよいし、たとえば、液
晶表示パネル１のＴＦＴ基板に内蔵された回路であってもよい。
【００３０】
　制御回路２は、外部から入力された信号および電力を、液晶表示パネル１の動作に必要
な信号および電源電圧と、バックライト３の動作に必要な電流とにわけ、それぞれに供給
する回路である。このとき、制御回路２はフレキシブル基板４に搭載されており、液晶表
示パネル１の動作に必要な信号および電源電圧は、フレキシブル基板４の配線４０１、お
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よび液晶表示パネル１の配線１０７を介して第１の駆動回路１０５および第２の駆動回路
１０６に伝送される。
【００３１】
　バックライト３は、導光板３０１、発光ダイオード３０２、フレキシブル基板３０３、
および収納ケース３０４を有する。バックライト３は、液晶表示パネル１に光を照射する
ための照明手段であり、発光ダイオード３０２から発した光５を導光板３０１で面状光線
に変換し、液晶表示パネル１に照射する面状照明装置である。なお、図１（ａ）では、液
晶表示パネル１とバックライト３とを上下に並べて示しているが、実際の液晶表示装置で
は、バックライト３は、たとえば、液晶表示パネル１の後方に、導光板３０１の領域ＥＡ
が表示領域ＤＡと重なるように配置される。
【００３２】
　導光板３０１は、液晶表示パネル１に対向する第１の主面が概略長方形をしており、当
該第１の主面の１つの辺に接する１つの側面に沿って複数の発光ダイオード３０２が配置
されている。このとき、発光ダイオード３０２は、フレキシブル基板３０３に実装されて
おり、発光ダイオード３０２の点灯に必要な電力は、制御回路２から２枚のフレキシブル
基板４，３０３の配線を介して供給される。
【００３３】
　発光ダイオード３０２は、たとえば、図１（ｃ）および図１（ｄ）に示すように、発光
部であるＬＥＤチップ３０２ａがチップ基板３０２ｂに搭載された構造をしている。ＬＥ
Ｄチップ３０２ａはｐｎ接合を有し、ｐｎ接合に所定の電圧を印加した状態で電流を流す
と特定の波長の光が出射する。このとき、ｐｎ接合を形成するｐ型半導体層にはｐ電極（
アノード）３０２ａ１と、ｎ型半導体層にはｎ電極（カソード）３０２ａ２とがそれぞれ
設けられる。
【００３４】
　またこのとき、ｐ電極３０２ａ１とチップ基板３０２ｂの第１の端子３０２ｃ、ｎ電極
３０２ａ２とチップ基板３０２ｂの第２の端子３０２ｄは、それぞれ、ボンディングワイ
ヤ３０２ｅで接続されている。
【００３５】
　また、チップ基板３０２ｂのＬＥＤチップ搭載面には、ＬＥＤチップ３０２ａを囲むよ
うな形状の反射部材３０２ｆが搭載されており、当該反射部材３０２ｆにより、ＬＥＤチ
ップ３０２ａが発した光を集光して出射するようになっている。
【００３６】
　またこのとき、ＬＥＤチップ３０２ａの出射面側には、たとえば、蛍光発光部材３０２
ｇが設けられる場合もある。蛍光発光部材３０２ｇは、ＬＥＤチップ３０２ａが発した光
の波長を変換する機能を有する部材である。
【００３７】
　導光板３０１は、たとえば、図１（ｅ）および図１（ｂ）に示すように、液晶表示パネ
ルに対向する第１の主面３０１ａが長方形の板状部材である。また、導光板３０１は、プ
ラスチック樹脂であり、ポリカーボネートやアクリル樹脂などの透光性を有する材質から
なる。このとき、導光板３０１の厚さは、たとえば、０．２ｍｍから１．０ｍｍ程度であ
り、ｘ方向で見た断面が長方形になっている。またこのとき、導光板３０１の第１の主面
３０１ａの裏面は、第１の主面３０１ａと平行な第２の主面３０１ｂと、第２の主面３０
１ｂから突出する方向に傾斜した傾斜面を有する複数のＶ字型の突起部３０１ｃとを有す
る。
【００３８】
　それぞれのＶ字型の突起部３０１ｃは、たとえば、図１（ｅ）に示すように、導光板３
０１の、発光ダイオード３０２に対向する側面（光入射面）３０１ｄと平行な方向（ｙ方
向）に延在しており、光入射面３０１ｄと直交する方向（ｘ方向）にあらかじめ定められ
た間隔で配置されている。すなわち、Ｖ字型の突起部３０１ｃは、光入射面３０１ｄから
の距離が遠くなるにつれて第１の主面３０１ａに近づく第１の傾斜面と、光入射面３０１
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ｄからの距離が遠くなるにつれて第１の主面３０１ａから遠ざかる第２の傾斜面とを有す
る形状になっている。
【００３９】
　導光板３０１は、透明な樹脂からできており、その屈折率は空気よりも大きいため、発
光ダイオード３０２から導光板３０１に入射した光５のうちの、第１の主面３０１ａおよ
び第２の主面３０１ｂに対する入射角が特定の角度（臨界角）より大きい角度になる光は
、それぞれの主面において全反射する。また、第１の主面３０１ａおよび第２の主面３０
１ｂに対する入射角が特定の角度（臨界角）より小さい角度になる光は、それぞれの主面
において屈折し、導光板３０１の外部に出射する。
【００４０】
　このとき、導光板３０１に入射した光５の大部分は、第１の主面３０１ａおよび第２の
主面３０１ｂに対する入射角が臨界角より大きな角度を有しており、全反射を繰り返して
導光板３０１の内部を伝播する。またこのとき、第１の主面３０１ａおよび第２の主面３
０１ｂで全反射をしながら導光板３０１内を進む光は、たとえば、Ｖ字型の突起部３０１
ｃの第１の傾斜面で反射した後、第１の主面３０１ａに対する入射角が臨界角より小さな
角度になると、第１の主面３０１ａにおいて屈折し、導光板３０１の外部に出射する。
【００４１】
　また、このようなエッジライト型のバックライト３は、たとえば、図１（ｆ）に示した
ように、液晶表示パネル１と導光板３０１との間にプリズムシートおよび光拡散シートな
どの光学シート類３０５が配置されており、液晶表示パネル１からみて導光板３０１の後
方に反射シート３０６が配置されている。
【００４２】
　なお、図１（ｆ）では、導光板３０１の断面が長方形になっているが、これに限らず、
たとえば、入射側面３０１ｄから遠くなるほど板厚が減少する楔型の断面であってもよい
。
【００４３】
　（参考例１）
  図２（ａ）および図２（ｂ）は、本発明に関わる参考例１のバックライトの概略構成を
示す模式図である。
  図２（ａ）は、参考例１のバックライトの断面構成の一例を示す模式断面図である。図
２（ｂ）は、参考例１のバックライトの断面構成の別の一例を示す模式断面図である。
  なお、図２（ａ）は、図１（ｆ）に示した断面構成のうちのバックライトに関する部分
の一部を拡大して示した断面図である。また、図２（ｂ）は、図２（ａ）に示した構成の
変形例である。
【００４４】
　導光板３０１に設けられたＶ字型の突起部３０１ｃは、たとえば、図２（ａ）に示すよ
うに、導光板３０１内を伝播する光５の反射方向を変化させる第１の傾斜面３０１ｅを有
する。このとき、導光板３０１の第２の主面３０１ｂに対する第１の傾斜面３０１ｅの角
度は、たとえば、１度から３５度である。そのため、第１の傾斜面３０１ｅで反射した光
５は、導光板３０１の第１の主面３０１ａの鉛直方向に対して大きい角度で当該第１の主
面３０１ａに入射する。このとき、光５の第１の主面３０１ａに対する入射角が臨界角よ
りも小さい角度であれば、当該光５は導光板３０１の外部に出射する。またこのとき、導
光板３０１の外部に出射する光は、外側に広がるように出射するので、導光板３０１と液
晶表示パネル１との間にプリズムシート３０５ａおよび光拡散板３０５ｂを配置して、外
側に向かう光を液晶表示パネル（図示せず）側に向かうように反射・屈折させる。
【００４５】
　また、導光板３０１内を伝播する光５の反射方向を変化させるには、たとえば、図２（
ｂ）に示すように、第２の主面３０１ｂから第１の主面３０１ａ側に後退する第１の傾斜
面３０１ｅを有するＶ字型の溝部３０１ｆを設けてもよい。この場合も、第１の傾斜面３
０１ｅで反射した光５は、導光板３０１の第１の主面３０１ａの鉛直方向に対して大きい
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角度で当該第１の主面３０１ａに入射する。そのため、光５の第１の主面３０１ａに対す
る入射角が臨界角よりも小さい角度であれば、当該光５は導光板３０１の外部に出射する
。またこのときも、導光板３０１の外部に出射する光は、外側に広がるように出射するの
で、導光板３０１と液晶表示パネル１との間にプリズムシート３０５ａおよび光拡散板３
０５ｂを配置して、外側に向かう光を液晶表示パネル（図示せず）側に向かうように反射
・屈折させる。
【００４６】
　また、プリズムシート３０５ａは、たとえば、図２（ａ）に示したように、左右の斜面
の長さ（角度）が異なる非対称な断面形状にする。このような非対称な断面を有するプリ
ズムシート（以下、非対称プリズムシートと呼ぶ。）３０５ａは、導光板３０１から出射
する光線に指向性がある場合にも、その指向性を有効に利用することが可能である。
【００４７】
　ところで、従来のバックライト３では、導光板３０１から出射する光には指向性が無い
ことが望まれていた。しかしながら、Ｖ字型の突起部３０１ｃを有する導光板３０１から
出射する光には、指向性が少なからず生じる。そのため、本願発明者らは、導光板３０１
から出射する光の指向性を無くす代わりに、非対称プリズムシート３０５ａを用いること
で、導光板３０１から出射する光の指向性を有効利用することを試みた。
【００４８】
　さらに、本願発明者らは、非対称プリズムシート３０５ａを用いる試みのなかで、非対
称プリズムシート３０５ａを用いるに場合には、従来とは逆に導光板３０１から出射する
光に指向性を持たせ、非対称プリズムシート３０５ａに入射する光の角度を一定の範囲内
に収めることで、液晶表示パネル１に効率良く光を照射することが可能となることを見い
だした。
【００４９】
　前述したように、導光板３０１内を伝播する光は、第１の主面３０１ａに対する入射角
が臨界角よりも小さくなると導光板３０１の外部に出射するため、導光板３０１内を伝播
する光は、第１の主面３０１ａおよび第２の主面３０１ｂにおいて、臨界角以上の角度で
反射している。そして、この導光板３０１内で反射する光を突起部３０１ｃの第１の傾斜
面３０１ｅで反射させることから、第１の傾斜面３０１ｅの角度が一定ならば、導光板３
０１から出射する光も角度が揃った光とすることが予想できる。
【００５０】
　しかしながら、第１の傾斜面３０１ｅの角度を揃えただけでは、導光板３０１の光入射
面３０１ｄからの距離によって、出射光の角度の分布が変化することがわかった。
【００５１】
　図３（ａ）および図３（ｂ）は、参考例１のバックライトにおける問題点の１つを説明
するための模式図である。
  図３（ａ）は、導光板の光入射面からの距離が異なる４点から出射する光を示す模式断
面図である。図３（ｂ）は、図３（ａ）に示した４点から出射する光の出射角の分布を示
す模式グラフ図である。
  なお、図３（ｂ）のグラフ図において、縦軸は出射光の強度の相対値であり、出射面内
での最大強度を１００としたときのパーセンテージを示している。また、図３（ｂ）のグ
ラフ図において、横軸は光の出射角度であり、ｘ軸方向の光入射面３０１ｄから離れる方
向を正にしている。
【００５２】
　本願発明者らは、たとえば、図３（ａ）に示す４つの位置から出射する光５ａ，５ｂ，
５ｃ，５ｄについて、導光板３０１のそれぞれの第１の傾斜面３０１ｅの角度を揃えたと
きの、導光板３０１の光入射面３０１ｄからの距離と、出射光の角度の分布との関係を調
べた結果、図３（ｂ）に示すような関係が得られた。
【００５３】
　すなわち、光入射面３０１ｄに最も近い位置から出射する光５ａは、出射角が６０度か
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ら８５度にわたり広く分布している。これに対して、光入射面３０１ｄから離れた位置か
ら出射する光５ｃでは、出射角が７０度近辺のところにピークがあり、入射角の分布範囲
も狭くなっている。
【００５４】
　このことは、光入射面３０１ｄの近傍における導光板３０１内の光は、臨界角よりも大
きな角度ではあるが、さまざまな角度で分布しており、光入射面３０１ｄから離れるに従
って角度の分布が狭まっており、また、指向性を悪化させる要因も減少することを意味し
ている。
【００５５】
　そこで、本願発明者らは、光入射面３０１ｄからの距離によらず一定の角度で光が出射
するように、導光板３０１内を伝播する光の中で、第２の主面３０１ｂに対して限られた
角度で入射する光を第１の傾斜面３０１ｅで反射させることを検討した。また、指向性を
悪化させる要因を減少する構成についても検討した。
【００５６】
　図４（ａ）乃至図４（ｄ）は、傾斜面の角度と傾斜面における光の反射または屈折との
関係を説明するための模式断面図である。
  図４（ａ）は、傾斜面における光の反射の第１のパターンを示す模式断面図である。図
４（ｂ）は、傾斜面における光の屈折のパターンを示す模式断面図である。図４（ｃ）は
、傾斜面における光の反射の第２のパターンを示す模式断面図である。図４（ｄ）は、傾
斜面における光の反射の第３のパターンを示す模式断面図である。
【００５７】
　傾斜面の角度と当該傾斜面における光の反射または屈折との関係について、まず、図４
（ａ）を用いて、導光板３０１の第２の主面３０１ｂと角度αで交差する第１の傾斜面３
０１ｅで反射される光の反射後の角度について説明する。なお、ここでは、説明を解り易
くするため、入射光は第２の主面３０１ｂに対して平行な光５０１とする。このとき、第
１の傾斜面３０１ｅと入射光５０１との角度θ１はαになる。入射光５０１は第１の傾斜
面３０１ｅの点Ｏで反射して反射光５０２になるが、この反射光５０２と第２の主面３０
１ｂとのなす角θ２は、三角形ＯＡＢの角ＡＯＢと角ＯＢＡの角度がそれぞれαであるこ
とから２αである。
【００５８】
　このように、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３０１ｂとのなす角の角度がαの場合
、第１の傾斜面３０１ｅで反射した光５０２は、第２の主面３０１ｂに対する角度が２α
だけ増加した角度で反射する。逆に、第２の主面３０１ｂの法線Ｈ１に対しては角度が２
αだけ減少した角度で反射することになる。
【００５９】
　次に、図４（ｂ）に示すように、第２の主面３０１ｂに対して臨界角で入射する光が第
１の傾斜面３０１ｅに入射した場合について説明する。入射光５０３は、第２の主面３０
１ｂの法線Ｈ１に対する角度θ３が臨界角の光線である。このとき、第１の傾斜面３０１
ｅが第２の主面３０１ｂに対して角度αで傾いているとすると、入射光５０３と第１の傾
斜面３０１ｅの法線Ｈ２とのなす角は、αだけ臨界角よりも小さくなっている。そのため
、入射光５０３は第１の傾斜面３０１ｅで屈折し、導光板３０１の外へ出射する。
【００６０】
　すなわち、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３０１ｂとのなす角の角度がαの場合、
第２の主面３０１ｂの法線Ｈ１に対する角度θ３が臨界角から臨界角＋α未満の光は、第
１の傾斜面３０１ｅから導光板の外に出射することになる。
【００６１】
　次に、図４（ｃ）に示すように、第２の主面３０１ｂの法線Ｈ１に対する角度が臨界角
＋αの入射光５０４を考える。第１の傾斜面３０１ｅは第２の主面３０１ｂに対して角度
αで傾いているので、入射光５０４の第１の傾斜面３０１ｅに対する入射角θ４は、臨界
角になる。また、入射光５０４より入射角が大きな角度の光は、第１の傾斜面３０１ｅで
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全反射して第１の主面３０１ａに向かう。
【００６２】
　このとき、法線Ｈ１に対する角度が臨界角＋αの光５０４が第１の傾斜面３０１ｅで反
射すると、反射光５０５は、第２の主面３０１ｂに対して角度２αだけ増加した角度で反
射されるので、法線Ｈ１に対して臨界角＋αで入射した光は、法線Ｈ１に対して臨界角－
αの角度で反射する。
【００６３】
　したがって、反射光５０５が第１の主面３０１ａに入射するときの入射角θ５の角度は
、臨界角－αになり、反射光５０５は、第１の主面３０１ａで屈折して導光板３０１の外
に出射する。このように、法線Ｈ１に対する角度が臨界角＋αの光５０４から臨界角＋角
度２αまでの角度で第１の傾斜面３０１ｅに入射する光は、第１の主面３０１ａの法線Ｈ
３に対して臨界角の角度以下の光５０５となり、第１の主面３０１ａから導光板３０１の
外へ出射する。
【００６４】
　最後に、図４（ｄ）に示すように、第１の傾斜面３０１ｅで反射した反射光が第１の主
面３０１ａでも反射する場合について説明する。法線Ｈ１に対する角度が臨界角＋２α以
上の光５０６が第１の傾斜面３０１ｅに入射した場合、入射角θ４’は、臨界角＋α以上
である。そのため、第１の傾斜面３０１ｅで反射した反射光５０７の第１の主面３０１ａ
に対する入射角θ５’は、臨界角以上であり、第１の主面３０１ａで反射されることにな
る。ただし、このときの入射角θ５’は、第１の傾斜面３０１ｅで反射した後なので、第
１の傾斜面３０１ｅで反射する前における第１の主面３０１ａへの入射角に比べて、角度
２α分だけ減少する。
【００６５】
　図５（ａ）および図５（ｂ）は、導光板から出射する光の出射角に分布が生じる理由の
１つを説明するための模式図である。
  図５（ａ）は、導光板の傾斜面から出射した光が再び導光板内に戻ったときの光の伝送
経路の一例を示す模式断面図である。図５（ｂ）は、導光板の傾斜面で反射した光が第１
の主面から出射するときの光の伝送経路の一例を示す模式断面図である。
【００６６】
　導光板３０１が屈折率１．５９のポリカーボネートで形成されている場合、臨界角は３
８．９７度になる。
【００６７】
　このとき、導光板３０１から出射する光の指向性を良くする目的で、第１の傾斜面３０
１ｅと第２の主面とのなす角の角度を極力小さな値、すなわち、第１の傾斜面３０１ｅと
第２の主面３０１ｂとのなす角の角度αを１度にすると、以下のようなことが言える。
【００６８】
　まず、第１の傾斜面３０１ｅから出射する光として、第２の主面３０１ｂに対して臨界
角で入射する光を用いて説明する。このとき、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３０１
ｂとのなす角が１度であることから、図５（ｂ）に示すように、入射光５０８と第１の傾
斜面３０１ｅの法線Ｈ２との角度θ６は３７．９７度となる。すなわち、入射光５０８は
臨界角３８．９７度よりも小さな角度で第１の傾斜面３０１ｅに入射するので、当該第１
の傾斜面３０１ｅで屈折し、導光板３０１の外へ出射する。このとき、第１の傾斜面３０
１ｅから出射した光５０９の法線Ｈ３に対する出射角θ７は、スネルの法則から７８．０
３度になる。
【００６９】
　導光板１２０から出射した光５０９は、反射シート３０６で反射して再度導光板３０１
に入射する。このとき、導光板３０１に再入射する光５１０の第２の主面３０１ｂに対す
る入射角θ８は、第１の傾斜面３０１ｅの傾き分だけ角度が増加しており、７９．０３度
になる。
【００７０】
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　導光板３０１に再入射した光５１１の、第２の主面３０１ｂの法線Ｈ４に対する角度θ
９は、スネルの法則より３８．１３度になる。さらにこのとき、光５１１は、第２の主面
３０１ｂと平行な第１の主面３０１ａに対しても３８．１３度で入射する。すなわち、再
入射した光５１１は、第１の主面３０１ａに対する入射角が臨界角３８．９７度よりも小
さいので、光５１１は第１の主面３０１ａで屈折して出射する。このとき、第１の主面３
０１ａから出射する光の出射角θ１０は、スネルの法則から７９．０３度となる。
【００７１】
　導光板３０１内では、法線Ｈ１との角度が臨界角３８．９７度よりも小さい光は、導光
板３０１から出射していると考えられる。そのため、第１の傾斜面３０１ｅで出射する光
は、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３０１ｂとのなす角が１度の場合、法線Ｈ１との
角度が臨界角３８．９７度から角度３９．９７度までの光と考えられる。
【００７２】
　次に、法線Ｈ１との角度が３９．９７度よりわずかに小さい光について説明する。この
場合、法線Ｈ２に対する出射角θ７は第１の傾斜面３０１ｅと平行な方向に限りなく近く
なるが、出射する光５０９は少なくとも反射シート３０６に対して有限の角度を持ってお
り、当該反射シート３０６で反射した後、導光板３０１に再入射する。
【００７３】
　このとき、導光板３０１に再入射した光５１１は、導光板３０１に入射した角度θ９と
同じ角度で第１の主面３０１ａに入射し、屈折して出射することになるので、第２の主面
３０１ｂと平行に近い角度で入射した光は、第１の主面３０１ａに対して平行に近い方向
に進む光となる。
【００７４】
　また、第１の傾斜面３０１ｅの角度が２度の場合、第１の傾斜面３０１ｅから出射し反
射シート３０６で反射して再度導光板３０１に入射する光５１０の入射角θ８は、第１の
傾斜面３０１ｅの傾き分だけ角度が増加しており、約７５．０度で第２の主面３０１ｂに
入射する。そのため導光板３０１に再入射した光５１１が第１の主面３０１ａから出射す
るときの出射角θ１０は、７５度から９０度までの分布となる。したがって、第１の傾斜
面３０１ｅの傾きが増加すると角度の分布が広がることがわかる。また、第１の傾斜面３
０１ｅから出射する光５０９のうちで、第１の傾斜面３０１ｅに対して平行に近い光は、
第２の傾斜面３０１ｇから導光板３０１に入射し、第１の主面３０１ａから出射した光の
指向性を悪化させる原因にもなる。
【００７５】
　次に、図５（ｂ）に示すように、第１の傾斜面３０１ｅで反射して第１の主面３０１ａ
から出射する光について説明する。まず、第１の傾斜面３０１ｅで出射しない境界の角度
として、法線Ｈ１に対して３９．９７度の入射光５１２について説明する。このとき、光
５１２と第１の傾斜面３０１ｅの法線Ｈ２との角度θ１１は３８．９７度になる。
【００７６】
　第１の傾斜面３０１ｅで反射した光５１３と法線Ｈ１との角度θ１２は、前述したよう
に２度減少するため、３７．９７度になる。したがって、反射光５１３の第１の主面３０
１ａに対する入射角θ１３は３７．９７度となり、スネルの法則から出射光の出射角θ１
４は、７８．０２度となる。
【００７７】
　次に、反射光５１３が第１の主面３０１ａから出射しない境界の角度として、法線Ｈ１
に対して４０．９７度の入射光５１２について説明する。このとき、反射光５１３の第１
の主面３０１ａに対する入射角θ１３は、前述したように、第１の傾斜面３０１ｅの２倍
の角度だけ減少するため、３８．９７度になる。このとき、第１の主面３０１ａから出射
する光の出射角θ１４は、スネルの法則からほぼ９０度となる。
【００７８】
　以上の説明より、導光板３０１が屈折率１．５９のポリカーボネートで形成されており
、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３０１ｂとの角度が１度の場合、導光板３０１の第
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１の主面３０１ａから出射する光は、第１の主面３０１ａの法線方向に対して、７８．０
２度から９０度に分布する角度特性を持つことがわかる。
【００７９】
　また、前述した第１の傾斜面３０１ｅから出射する光により第１の主面３０１ａから出
射する光の分布が広がる問題点を減少させるために、第１の傾斜面３０１ｅの角度を極力
小さくするとともに、もう一方の傾斜面３０１ｇの面積も極力小さくする必要がわかる。
【００８０】
　次に、導光板３０１が屈折率１．５３のアクリル樹脂で形成されている場合を説明する
。このとき、臨界角は４０．８１度となる。また、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３
０１ｂとの角度は同じく１度とする。
【００８１】
　まず、図５（ａ）に示したように、第１の傾斜面３０１ｅから出射する光として、第２
の主面３０１ｂに対して臨界角で入射する光５０８を説明する。入射光５０８と第１の傾
斜面３０１ｅの法線Ｈ２との角度θ６は３９．８１度になる。このとき、第１の傾斜面３
０１ｅから出射した光５０９の出射角θ７は、スネルの法則から７８．４０度になる。
【００８２】
　第１の傾斜面３０１ｅから出射した光５０９が、反射シート３０６で反射して再度導光
板３０１に入射するとき、その光５１０の第２の主面３０１ｂに対する入射角θ８は、第
１の傾斜面３０１ｅの傾き分だけ角度が増加しており、７９．４０度になる。
【００８３】
　導光板３０１に再入射した光５１１の、第２の主面３０１ｂの法線Ｈ４に対する角度θ
９はスネルの法則から３９．９７度になる。さらにこのとき、光５１１は、第２の主面３
０１ｂと平行な第１の主面３０１ａに対しても３９．９７度で入射する。すなわち、光５
１１の第１の主面３０１ａに対する入射角は、臨界角３８．９７度よりも大きい角度にな
り、第１の主面３０１ａで屈折して出射する。このとき、第１の主面３０１ａから出射す
る光の出射角θ１０はスネルの法則から７９．４０度になる。したがって、第１の傾斜面
３０１ｅから出射した光が導光板３０１に再入射し、第１の主面３０１ａから出射する場
合、その光は、第１の主面３０１ａの法線方向に対して、７９．４０度から９０度まで分
布することになる。
【００８４】
　次に、図５（ｂ）に示すように、第１の傾斜面３０１ｅで反射して第１の主面３０１ａ
から出射する光について説明する。まず、第１の傾斜面３０１ｅで出射しない境界の角度
として、法線Ｈ１に対して４１．８１度の入射光５１２について説明する。このとき、第
１の傾斜面３０１ｅで反射した光５１３と第１の主面３０１ａとの角度は、前述したよう
に、第１の傾斜面３０１ｅの２倍の角度だけ減少するため、３９．８１度になり、スネル
の法則から出射光の出射角は、７８．４０度になる。
【００８５】
　次に、反射光５１３が第１の主面３０１ａから出射しない境界の角度として、法線Ｈ１
に対して４２．８１度の入射光５１２について説明する。このとき、反射光５１３の第１
の主面３０１ａに対する入射角θ１３は、前述したように、第１の傾斜面３０１ｅの２倍
の角度だけ減少するため、４０．８１度になる。このとき、第１の主面３０１ａから出射
する光の出射角θ１４は、スネルの法則からほぼ９０度になる。したがって、第１の傾斜
面３０１ｅで反射した光５１３が第１の主面３０１ａから出射する場合、出射した光は、
第１の主面３０１ａの法線方向に対して、７８．４０度から９０度まで分布することにな
る。
【００８６】
　このように、導光板３０１が屈折率１．５３のアクリルで形成されている場合は、第１
の主面３０１ａから出射する光は、７８．４０度から９０度までに分布する角度依存性を
持つことになるので、屈折率が１．５９のポリカーボネートで形成されている場合の７８
．０２度から９０度の場合に比較して分布する範囲が狭くなっている。
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【００８７】
　（参考例２）
  図６（ａ）および図６（ｂ）は、本発明に関わる参考例２のバックライトの概略構成を
示す模式図である。
  図６（ａ）は、参考例２のバックライトの断面構成の一例を示す模式断面図である。図
６（ｂ）は、参考例２のバックライトの作用効果の一例を示す模式断面図である。
【００８８】
　前述した問題点、すなわち、第１の傾斜面３０１ｅから出射する光が導光板３０１に再
入射し、当該再入射した光が第１の主面３０１ａから出射することにより、第１の主面３
０１ａから出射する光の分布が広がるという問題点を減少させる方法として、本願発明者
らは、たとえば、図６（ａ）に示すように、導光板３０１内を伝播する光が入射する第１
の傾斜面３０１ｅの角度を極力小さくし、もう一方の傾斜面３０１ｇ（第２の傾斜面）の
面積も極力小さくすることを見いだした。このとき、導光板３０１の突起部３０１ｃは、
第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３０１ｂとのなす角θ１５を１度とし、第１の傾斜面
３０１ｅの面積に対して、第２の傾斜面３０１ｇの面積が１０分の１以下になるようにす
る。
【００８９】
　このような構成の導光板３０１の第１の主面３０１ａから出射する光の角度分布を測定
すると、各点からの光は、ともに７０度から８０度にピークがあり分布幅も狭い測定デー
タを得ることができた。すなわち、たとえば、図６（ｂ）に示すように、導光板３０１の
４つの位置から出射する光５ａ，５ｂ，５ｃ，５ｄについて、導光板３０１のそれぞれの
第１の傾斜面３０１ｅの角度を１度に揃えた場合、それぞれの光５ａ，５ｂ，５ｃ，５ｄ
の出射角θの分布が概ね等しくなり、かつ、分布幅も狭くなる。
【００９０】
　しかしながら、参考例２のバックライト３は、導光板３０１の各点から出射する光の出
射角度の分布は均一になる一方で、光入射面３０１ｄに近い位置から出射する光５ａの強
度が、他の位置から出射する光５ｂ，５ｃ，５ｄの強度よりも低下する問題点が生じた。
【００９１】
　図７（ａ）乃至図７（ｃ）は、参考例２のバックライトにおける問題点の原因の一例を
説明するための模式図である。
  図７（ａ）は、発光ダイオードから出射する光の出射方向の一例を示す模式図である。
図７（ｂ）は、導光板の光入射面における光の入射の様子の一例を示す模式図である。図
７（ｃ）は、導光板の光入射面の近傍における光の伝送経路の一例を示す模式断面図であ
る。
【００９２】
　発光ダイオード３０２から出た光５は、理想的には、たとえば、図７（ａ）に示すよう
に、光入射面３０１ｄの法線Ｈ５に対して－９０度から９０度まで均一な広がりを有する
光と考えることができる。
【００９３】
　しかしながら、導光板３０１の屈折率が１．５３の場合、たとえば、図７（ｂ）に示す
ように、スネルの法則から光入射面３０１ｄの法線Ｈ５に対してほぼ９０度で光入射面３
０１ｄに入射した光５１４は、導光板３０１内の角度θ１６が４０．８１度なる。そのた
め、光入射面３０１ｄから入射した光の第１の主面３０１ａまたは第２の主面３０１ｂに
対する入射角θ１７，θ１８は、４９．１９度以下の角度になる。
【００９４】
　したがって、たとえば、図７（ｃ）に示すように、光入射面３０１ｄから入射した光５
１５の、法線Ｈ５に対する角度θ１９が４１度の場合、第１の主面３０１ａに対する入射
角θ２０が４９度になるので反射する。反射した光５１６が、次に、１度の角度の第１の
傾斜面３０１ｅで反射しても、その反射光５１７が第１の主面３０１ａに入射するときの
入射角θ２１は、２度鋭角になる（４７度になる）だけなので、臨界角４０．８１度を越
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えない。すなわち、第１の傾斜面３０１ｅで反射する毎に２度ずつ角度が鋭角になる場合
、臨界角４０．８１度を越えるには５回以上反射する必要が生じる。したがって、第１の
傾斜面３０１ｅの角度が１度の場合、光入射面３０１ｄの近傍では、第１の主面３０１ａ
から出射する光が極端に減少するといった問題が生じる。
【実施例】
【００９５】
　図８乃至図１０は、本発明による一実施例のバックライトの概略構成の一例を示す模式
図である。
  図８は、実施例のバックライトにおける導光板の概略構成の一例を示す模式断面図であ
る。図９は、実施例のバックライトに生じる偏光方向の一例を示す模式図である。図１０
は、実施例のバックライトと液晶表示パネルとの組み合わせの一例を示す模式図である。
【００９６】
　本願発明者らは、上記参考例１および参考例２のような構成およびそれらの問題点を検
討した結果、導光板３０１の構成を、たとえば、図８に示すような構成にすることで、参
考例１および参考例２で生じる問題を解決できることを見いだした。
【００９７】
　すなわち、光入射面３０１ｄの近傍は、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面３０１ｂと
のなす角を大きくし、１回または２回、第１の傾斜面３０１ｅで反射するだけで、光５１
７の第１の主面３０１ａに対する入射角が臨界角を越えるような角度にする。このとき、
導光板３０１を屈折率１．５３のアクリル樹脂で形成するのであれば、光入射面３０１ｄ
の近傍にある第１の傾斜面３０１ｅの角度は、（４９度－４０度）／２回＝４．５より、
４度以上の角度にする。
【００９８】
　またこのとき、導光板３０１の主要部分では、第１の傾斜面３０１ｅと第２の主面のな
す角を（（９０度－臨界角）－臨界角）／２以下の角度になり、かつ、光を反射させる第
１の傾斜面３０１ｅの面積が第２の傾斜面３０１ｇの面積よりも大きくなるように形成し
て、導光板３０１の第１の主面３０１ａから出射する光の角度分布を狭い範囲に留めるよ
うにする。そして、導光板３０１の光入射面３０１ｄの近傍では、出射する光の強度を上
げるために、第１の傾斜面３０１ｅの角度を（（９０度－臨界角）－臨界角）／２以上に
する。
【００９９】
　導光板３０１を上記のような構成にすることで、非対称プリズムシート３０５ａに対し
て、その性能を十分に活用できる導光板３０１を得ることが可能になった。そのため、本
実施例のバックライトは、光の面輝度を均一にできる。
【０１００】
　なお、図７（ｂ）に示したように、導光板３０１内に入射した光は、角度分布を有して
おり、屈折率が１．５９のポリカーボネートで形成されている導光板３０１の場合、臨界
角が３８．９７度であるのに対して、屈折率が１．５３のアクリル樹脂で形成されている
導光板３０１の場合、臨界角が４０．８１度であり、分布範囲が狭くなっている。
【０１０１】
　このように、導光板３０１から出射する光の角度分布が狭く、特定の方向に向けて出光
していると、導光板３０１から出射する光の偏光方向による光強度の減衰が顕著になり、
たとえば、図９に示すように、導光板３０１から出射する光の偏光方向ＡＸ１がｘ方向に
顕在化することがある。この場合、たとえば、導光板３０１の光の偏光方向に、他の光学
シート類３０５の偏光方向を揃えることで効率が良くなる。
【０１０２】
　すなわち、導光板３０１から出射する光の偏光方向ＡＸ１がｘ方向に顕在化する場合、
たとえば、図１０に示すように、導光板３０１の偏光方向ＡＸ１と、拡散シート３０５ａ
の偏光方向ＡＸ２と、液晶表示パネル１の導光板３０１側に配置される偏光板６の偏光方
向ＡＸ３とを揃えることで、導光板３０１から出射した光を効率的に液晶表示パネル１に
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照射することが可能となる。またこのとき、液晶表示パネル１を挟んで配置されるもう一
方の偏光板７の偏光方向ＡＸ４は、偏光方向ＡＸ１と直交させる。
【０１０３】
　以上、本発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実施例に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは
もちろんである。
【０１０４】
　たとえば、前記実施例では、第１の傾斜面３０１ｅが第２の主面３０１ｂから突出して
いる導光板３０１を例に挙げたが、本発明は、これに限らず、図２（ｂ）に示したような
、第２の主面３０１ｂから第１の主面３０１ａ側に後退する第１の第１の傾斜面３０１ｅ
を有するＶ字型の溝部３０１ｆを有する導光板３０１にも適用できることはもちろんであ
る。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１（ａ）】液晶表示装置の主要部の概略構成の一例を示す模式機能ブロック図である
。
【図１（ｂ）】液晶表示パネルの１つの画素の回路構成の一例を示す模式回路図である。
【図１（ｃ）】発光ダイオードの概略構成の一例を示す模式平面図である。
【図１（ｄ）】図１（ｃ）のＡ－Ａ’線から上方側を見たときの断面構成の一例を示す模
式断面図である。
【図１（ｅ）】導光板の概略構成の一例を示す模式平面図である。
【図１（ｆ）】バックライトの動作原理を示す模式側面図である。
【図２（ａ）】参考例１のバックライトの断面構成の一例を示す模式断面図である。
【図２（ｂ）】参考例１のバックライトの断面構成の別の一例を示す模式断面図である。
【図３（ａ）】導光板の光入射面からの距離が異なる４点から出射する光を示す模式断面
図である。
【図３（ｂ）】図３（ａ）に示した４点から出射する光の出射角の分布を示す模式グラフ
図である。
【図４（ａ）】傾斜面における光の反射の第１のパターンを示す模式断面図である。
【図４（ｂ）】傾斜面における光の屈折のパターンを示す模式断面図である。
【図４（ｃ）】傾斜面における光の反射の第２のパターンを示す模式断面図である。
【図４（ｄ）】傾斜面における光の反射の第３のパターンを示す模式断面図である。
【図５（ａ）】導光板の傾斜面から出射した光が再び導光板内に戻ったときの光の伝送経
路の一例を示す模式断面図である。
【図５（ｂ）】導光板の傾斜面で反射した光が第１の主面から出射するときの光の伝送経
路の一例を示す模式断面図である。
【図６（ａ）】参考例２のバックライトの断面構成の一例を示す模式断面図である。
【図６（ｂ）】参考例２のバックライトの作用効果の一例を示す模式断面図である。
【図７（ａ）】発光ダイオードから出射する光の出射方向の一例を示す模式図である。
【図７（ｂ）】導光板の光入射面における光の入射の様子の一例を示す模式図である。
【図７（ｃ）】導光板の光入射面の近傍における光の伝送経路の一例を示す模式断面図で
ある。
【図８】実施例のバックライトにおける導光板の概略構成の一例を示す模式断面図である
。
【図９】実施例のバックライトに生じる偏光方向の一例を示す模式図である。
【図１０】実施例のバックライトと液晶表示パネルとの組み合わせの一例を示す模式図で
ある。
【符号の説明】
【０１０６】
　１…液晶表示パネル
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　１０１…走査信号線
　１０２…映像信号線
　１０３…画素電極
　１０４…コモン配線
　１０５…第１の駆動回路
　１０６…第２の駆動回路
　１０７，４０１…配線
　２…制御回路
　３…バックライト
　３０１…導光板
　３０１ａ…第１の主面
　３０１ｂ…第２の主面
　３０１ｃ…突起部
　３０１ｄ…光入射面
　３０１ｅ…第１の傾斜面
　３０１ｆ…溝部
　３０１ｇ…第２の傾斜面
　３０２…発光ダイオード
　３０３，４…フレキシブル基板
　３０４…収納ケース
　５，５ａ～５ｄ，５０１～５１７…光
　６，７…偏光板

【図１（ａ）】 【図１（ｂ）】

【図１（ｃ）】
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【図１（ｄ）】

【図１（ｅ）】

【図１（ｆ）】

【図２（ａ）】

【図２（ｂ）】 【図３（ａ）】
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【図７（ｂ）】

【図７（ｃ）】

【図８】

【図９】
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